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                説明書         （令和 5 年 8 月 17 日作成） 

（不誠実対応⑯） 

アルプスの森(施設長：宇津慎史)は悠生君が見つかった時に、遺族との大切な約束を反故に

したにも関わらず、独善的に悠生君の葬式にさえ参加すれば、遺族や悠生君に誠意を充分に

見せた事になると考えている。 

 

(詳細事項) 

あまりにも悠生君に対して、アルプスの森（施設長：宇津慎史）が不誠実な態度を取り続け

ているため、以下内容の質問を遺族側はアルプスの森（施設長：宇津慎史）に提出している。 

 

＊この質問書を作成した当時、遺族は宇津雅美(兄)が施設長であり、宇津慎史(弟)は施設長

の弟として理解していた為、以下の質問はそのような記載になっている。 

 

 

（事故報告書(令和 5 年 1 月 16 日付)に対する質問より一部抜粋） 

 

上記、質問に対するアルプスの森(施設長:宇津慎史)からの返答は以下内容である。 
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(回答書(令和 5 年 3 月 16 日付)より一部抜粋) 

 

上記質問に対する返答からもわかる通り、吹田警察署への訪問者予定者がアルプスの森(施

設長：宇津慎史)が一方的に変更された経緯もその説明も一切なく、悠生君に対して、何故、

誠意を見せるのを拒否した行動を取り続けているかの説明もない。 

 

遺族との約束を反故にしても、遺族に対して謝罪要求し、それを悠生君の見つかった日に、

宇津兄弟(宇津雅美および宇津慎史)が悠生君に会うための条件として提示しても問題はな

いと考えている事が解る。 

 

またさらには、遺族の意思を無視し、勝手に葬式に出席さえすれば、誠意を見せたことに

なると考えており、その為、悠生の母親に電話したと記載している。 

 

この一連のアルプスの森(施設長：宇津慎史)の行動から、葬式の前に自分たちが(宇津兄

弟：宇津雅美および宇津 慎史)が、悠生君や遺族にした仕打ちをまったく重要と思ってい

ないと遺族側は認識している。 

 

あまりに回答の内容も不誠実であったため、遺族側は以下内容の文をアルプスの森(施設

長：宇津慎史)に送り付けている。 
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（事故報告書(令和 5 年３月 16 日付)に対する質問より一部抜粋） 

 

 


